












　明治 36 年 4 月日鉄が営業部を新設して優秀な社員を投入して輸送需要を前向きに拡大する積極
的姿勢を示す中で、なかば休眠化していた松島回遊列車を大泉を中心とする「講」に由来する仙・
塩・松の旅館同盟で運行を主催する新たな観光ビジネスモデルを大泉がデザインし日鉄に提案し









“Tourism Designers” Promoted the Beginning of Sightseeing Car Tours 
bound for Seaside Resorts, Matsushima: A Close Look at Umejiro Ohizumi 
Designed and Managed Step by Step Japanese Inns, Hotels, Station 

















鉄の回遊列車等には言及がなく、『宮城県史 29　人物史』（昭和 61 年，p204）も大泉の盟友・大宮
司雅之輔⑷を取り上げるものの大泉には言及がないなど、東北が生んだ革新的経営者としての彼
の数々の先駆的な事蹟は観光界・地元業界においてさえ十分な評価を得るには至っていないと判
















































































社」⒄がまず日光に続く第二弾として 26 年 2 月水戸鉄道と提携し水戸寒梅列車を運転（本線，
p154）、さらに第三弾として遅くとも 31 年 8 月には直営で松島回遊列車を実施したもののようで















































































　大泉梅治郎（仙台市国分町 58）は安政 3年 2 月 3 日仙台肴町の魚問屋・梅村惣五郎の五男に生
まれ、明治 11 年先代・大泉米治の長女ノブ（文久 3年生まれ）の婿となり、明治 14 年家督相続し
て大泉家 15 代当主となり、養母の大泉イネ、妻の大泉ノブと力をあわせ嘉永 3（1850）年創業の
老舗旅館「大泉屋」（国分町）の経営にあたった。国分町 13 店中の明治 19 年 1 ～ 8 月の客高は、
安藤利兵衛に次いで第二位であった26。仙台商工会議所の議員、仙台市会議員等の公職、仙台電力、
松島湾汽船各取締役等の会社役員多数を兼ね（百科，p109）、43 年 3 月宮城県から松島公園経営








仙台魚市場、宮城漁業各監査役を兼ねた。（衆オ，p65）昭和 12 年 1 月 2 日 82 歳で死去。座右の
銘は「人より先を行け。倉の小作米は当てにするな」（人名，p326）
　次代の大泉林之丞（仙台市国分 53）は明治 9年 12 月生まれ、大泉梅治郎の養子となり（衆、オ，
p65）、明治 40 年 5 月開店の仙台商品陳列所（仙台ホテルの北隣）の監督（M40.5.27 河北）、56 年前
から「旅宿」（商信T15，p5）を経営する仙台ホテルの館主（名鑑，p130）、仙台商工会議所議員（仙
商，p122）、先代が喜多流の能楽を趣味としたのと同様に、林之丞も謡曲の千鳳会の有力な後援









同じく 23 年には仙台駅で「弁当」立ち売り営業と仙台駅 2階で食堂営業を始め（本線，p154）、
乗客や「鉄道員に食事の便も図った」（百科，p109）






















　29 年 6 月明治三陸地震津波の際には本人が義捐金 1円、義母の大泉いね、大泉はつ各 1円、





















協議したであろう。日鉄は 36 年 8 月 18 日には「避暑海水浴場御案内…日光、松島　塩釜駅より
舟行を便とす」、「寝台及食堂付客車　八月二十一日より連結…食堂は上野青森間上下四回の各急
行列車に設備し、営業人を乗組ましめ軽便なる西洋料理其他各種飲食品の御需用相弁じ可申候」
（M36.8.18 東日⑧）との新聞広告を出した。かくして「直行列車には 36 年 8 月 21 日から寝台・食
堂車も連結され」（国鉄，p320）、日鉄の近代化に大きく貢献した。36年10月には食堂車営業も「日
鉄と一ヶ年三千五百円の契約にて目下の処一日約百二三十円の売揚あり」（M36.10.4 河北⑤）と軌
道にのっていた。さらに 38 年仙台ホテルを 4階建の擬洋風建築に建て替えた結果、駅前で「偉
容を誇ったのは仙台ホテル並に大泉支店の洋館建」（仙台，p124）とされた。38 年 9 月には仙台
駅の 2階に 23.5 坪の食堂を設け（本線，p153）上野駅でも食堂を開くなど、その後も日鉄との関
係はますます緊密化している。
　39 年ころ近郊の旅館主・大宮司雅之輔、太田与八郎らと仙松興隆会を結成した。（航跡，p37）
























に 36 年 10 月の「仙台ホテルの発起にかかる当市の日光遊覧会は銀行会社員等にて已に七十名余
の多きに及び」（M36.10.12 河北⑤）、たとえば地元「七十七銀行員の日光遊覧　同行課長以下の行
員」（M36.10.12 河北⑤）等が多く参加した。








　第二回の松島回遊列車の日鉄当局から認められた申込所 11 か所は［表－ 2］の通りである。














　また加藤房五郎（本郷区森川町）は順天堂薬舗主、電話下 1260 番（M36.10.3R）、明治 21 年『日








































36.8.15 松島塩釜遊覧会松島回遊列車②＠ 5.5 円東京魚かし及芸妓落語家連中二百余名／仙台H/ 申込山
城屋支店ほか





36.10.23 塩原紅葉遊覧会 150 名／塩原温泉事務所・交通世界社／申込桜亭ほか
36.10.23 日光紅葉会① 3円 100 名募集に 130 名超申込／日鉄・小西旅館／申込交通世界社ほか
36.10.… 足利茸狩会①＠ 2.5 円
36.10.25 足利茸狩会②＠ 2.5 円／申込交通世界社ほか
36.10.26 日光紅葉会② 100 名／日鉄・小西旅館／申込は①と同じ
36.11.8 日光観楓





39.6.2 松島遊覧会 200 名＠ 6.5 円／福徳堂
39.6.16 横浜・日光間直通列車
39.11.1 日本鉄道国有化






























［資料］　明治 36 年 8 月 6 日『東京日日新聞』3面
注 1 ）宮城館（日本橋区薬研堀町 41）は電話 1358 番（M36.10.3R），旅人宿、浅野喜代治、所得税 6.83 円、
営業税 55.27 円（日韓上，p210）、日本橋区「薬研堀四十一　電話浪花一一八三　一一八四　宮城館」（全
集，p53）
　 2）大池合名荷扱所は日本橋区魚河岸　電話本 24 番（M36.10.3R）
　 3 ）岡本とき（京橋区木挽町一丁目河岸通）は明治 30 年開業の旅館主、「和風二階建土蔵共七棟、客間次
ノ附三十室、化粧室、散髪室、応接室、客は貴、紳…宿料二円以上」（要録，p6）
　 4）淡路亭は神田区淡路町　電話本 3242 番（M36.10.3R）
　 5 ）福島屋仙次郎支店は上野停車場前　電話下 861 番（M36.10.3R）／福島屋（馬喰町 3-3）は旅人宿、小
沢嘉蔵、所得税 6.48 円、営業税 45.00 円（日韓上，p210）、日本橋区「馬喰町三－三　電話浪花二〇一六　
福島屋」（全集，p51）















鑑、職 p53）、運輸課長時代の久保は「素人建築の奇才」50と言われた。36 年 3 月幹事に任用、営
業部副部長（沿革，p335）、経理部長・幹事（要鑑，蒸 p86，職 p53）、日鉄国有化の後は会社役員と




　桜井純一（小石川区宮下町 18）は安政 2（1855）年江戸に生まれ、明治 27 年 12 月『東海道鉄道
遊賞旅行案内』（丸善商社）を著した。30 年 3 月 9 日日鉄は「倉庫課副課長桜井純一ニ倉庫事務
取調ノ為メ…欧米諸国ヘ出張ヲ命」（沿革，p190）じ、30 年 3 月 16 日「毛利副社長欧米鉄道視察
ノ為メ…桜井純一…随行」（沿革，p191）、30 年 12 月「桜井純一…海外ヨリ帰ル」（沿革，p206）と
欧米視察の成果を踏まえ、32 年『鉄道用字弁　英和対訳　附図解』を、34 年『日本鉄道株式会
社海岸線　助川高萩気象案内』、35 年には『日本鉄道線路案内記』（博文館）をそれぞれ編纂ない














20 年 3 月 8 日運輸課付属ポイントメンとして日鉄入社、日鉄入社「最初の二、三日は制服も間
に合わず、フロックコートを着たままポイントをひっくり返し」（黎明，p10）ポイントメンから
叩き上げ、車掌見習、高崎駅助役、21年 8月上野駅助役から「異数の抜擢で首要駅の駅長」（谷崎，
p89）となり足利駅長、大宮駅長、22 年 5 月～ 31 年宇都宮駅長、26 年 12 月幹事補に昇進、31 年
9 月主事補に昇進、「私が独り現業から出て」（谷崎，p97）水戸駅駅務係主任・水戸駅長を兼務、
32 年 1 月宇都宮駅駅務係主任、32 年 9 月主事に昇進、32 年 10 月宇都宮運輸事務所長、33 年 10
月本社の運輸課運輸係長（谷崎，p97）を経て、36 年 4 月営業部仙台事務所長（谷崎，p98）、38 年
時点でも主事・営業部仙台事務所長であった。（要鑑，職 p33）
　39年6月日鉄営業部貨物係長、国有化で39年12月運輸部運転係長、40年4月帝国鉄道庁参事、
福島営業事務所長（福島運輸事務所長）、大正 2年 7月上野運輸事務所長、大正 8年 12 月鉄道省教





















































































光客相手ゆえに不安定性が不可避であったこと。②日露戦争が勃発、37 年 2 月 14 日軍事輸送の
ための戦時ダイヤに移行58したため、36 年に折角優等客車59を増備したり、37 年に営業部から優
れた「列車運転時間表」60を出すなど旅客サービスを向上させた日鉄でも回遊列車運行が中止61に
追い込まれたこと。③ 39 年 11 月 1 日鉄道国有法により日鉄が国に買収され、有能な日鉄社員62
の多くが実業界に転じて日鉄との従来の緊密な関係が希薄化したこと。④ダイヤが平時に戻った












おける構想と妄想の峻別─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 14 号、平成 24 年 9 月参照。






名辞典発行所、明治 33 年、要鑑…『帝国鉄道要鑑　第三版』鉄道時報社、明治 38 年、日韓…『日韓商工
人名録』明治 41 年、実業興信所、要録…『旅館要録』東京人事興信所、明治 42 年、全集…稲臣等編『帝






歴史』昭和 49 年、界隈…青木助三郎『駅前界隈八十年』文芸東北新社、昭和 54 年、航跡…『80 年の航跡』
松島湾観光汽船、昭和 63 年、市史…『仙台市史特別編 4　市民生活』仙台市史編さん委員会、平成 9年、
通史…『仙台市史通史編 6　近代 1』仙台市史編さん委員会、平成 20 年。
　［頻出資料］左文…野崎左文『漫遊案内』博文館、明治 30 年 7 月、線路…桜井純一（日鉄社員）編『日本
鉄道線路案内記』博文館、明治 35 年 9 月、定価 45 銭、回遊…明治 36 年 8 月 29 日『鉄道時報』20 号 9 面、
沿革…『日本鉄道株式会社沿革史』日本鉄道株式会社清算事務所、明治 39 年ころ、『明治期鉄道史資料　
第 2集 2』日本経済評論社、昭和 55 年復刻、外人…「回遊列車とヨット」千葉秀浦『外人の観たる日本』
広文堂書店、明治 40 年、発展…『実業之世界　東北発展号』実業之世界社、8巻 23 号、明治 44 年 11 月、
案内…日下部明國『日本案内　下』開国社、大正 4年、谷崎…谷崎美郷『地に立ちて』実践教育会、大正
13 年、黎明…青木槐三『鉄道黎明の人々』交通協力会、昭和 26 年、時刻表歴史…大久保邦彦『時刻表の
歴史』中央社、昭和 47 年（復刻版『懐しの時刻表』別冊付録）、国鉄…『日本国有鉄道百年史』4巻、交
通協力会翻刻、昭和 47 年、公社…『日本交通公社七十年史』昭和 57 年、人名…『日本人名大辞典』講談
社、平成 13 年、井泉水…『井泉水日記青春篇　下巻』筑摩書房、平成 15 年、中村…中村尚史「明治期鉄
道企業に於ける経営組織の展開─日本鉄道株式会社を中心として─」野田正穂・老川慶喜編『日本鉄道史
の研究　政策・経営／金融・地域社会』八朔社、平成 15 年、日旅…『日本旅行百年史』日本旅行、平成






クの昭和 39 年大泉勘寿郎が「木造の建物を取りこわし、建て直した」（『とうほく財界』昭和 58 年 8 月，
p25）ため明治期の情景は当時の写真で偲ぶしかない。
⑷　大宮司雅之輔は拙稿「日本三景・松島の観光振興と旅館経営者─大宮司雅之輔による観光鉄道への関与
を中心として」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 9号、平成 22 年 3 月参照。
⑸　41 年 7 月 20 日南新助が初の貸切臨時列車で関東廻遊団（善光寺）450 名を引率し、同年 8月 2 日同一







旅，p36 ～ 7）である。また新潟の伏見半七が明治 24 年発起した新潟発ウラジオストクへの海外旅行が
日本初「海外団体観光旅行」（上田卓爾「明治期を主とした「海外観光旅行」について」『名古屋外国語大





3種旅行業務の範囲の拡大について」2010 年 7 月 1 日観光庁www.mlit.go.jp）した。
⑻40　拙稿「京都探勝会等に見る旅行愛好団体の生成と限界─地域・コミュニティが生み出した明治期の観
光デザイナーたち─」『彦根論叢』第 396 号、平成 25 年 6 月参照。
⑼　拙稿「共通論題報告要旨　2010 年度第 28 回大会『観光と鉄道』　問題提起と総括」『鉄道史学』第 29 号、
平成 23 年 12 月、p63 ～ 65 参照。
⑽　行程は明治 34 年 9 月 27 日湊町駅 17：15 発、奈良駅 19：20 着、奈良駅 23：00 発、湊町駅 12：07 着。




⑾　大町桂月（「水戸観梅」明治 44 年『桂月全集』1922 年，p485）など当時の作家の紀行文等のほか、先
行研究としては大矢悠三子「避暑地日光の変容─鉄道と外国人宿泊施設に着目して─」『交通史研究』交
通史研究会編、63 号、2007 年 8 月、野瀬元子「日光、箱根を対象とした観光地形成過程についての考察
─観光資源、交通環境と初期段階の外国人利用の差異に着目して─」（pdf.io www.pdfio.com）など多数。















⒆　従前の秋保、作並両温泉の「ほかにも規模の小さい温泉がいくつかあり」（通史，p407）、36 年 7 月 4
日には仙台市三居沢に「三居沢温泉」が、7月 11 日には宮城郡小田原に薬湯「あたみ温泉」（M36.7.11 河
北⑥）が相次いで開業し、「時節柄清涼の地なるたけ浴客の入場するもの多かるべし」（M36.7.3 河北⑤）
と報じられた。なお『当世仙台有名家一覧表』明治 19 年には「温泉」仙台市三居沢とある。































31　明治 29 年 6 月 15 日『奥羽日日新聞』（津波ディジタルライブラリィ tsunami-dl.jp/ouNichinichiM29
_July 平成 25 年 4 月 27 日検索）

















に有之、乗合営業車は特別の御相談可致候」（36.12.15 読売⑥）、明治 34 年「11 月東京・銀座に初の自動
車販売業モーター商会が設立」（年表，p178）され、日本初の自動車販売店とされるが、1903 年経営破綻
した。（www.toyota.co.jp/Museum/data/magazine87/magazine87_5.pdf 平成 25 年 4 月 27 日検索）
36　中村喜太郎（36.8.16 東朝④）は本郷区森川町　電話下 2283 番（M36.10.3R）、36.10.25 足利茸狩会②の
申込所「本郷森川町中村喜太郎」（36.10.23 東朝④）と同一。荻原井泉水は明治 36 年「森川町の申込所」









43　粟屋新三郎は 1857 年山口県生、東京帝国大学工科大学卒，工学士、官鉄技師補、明治 25 年日鉄入社、
技師、大宮工場長心得、大宮工場長、工作課長を経て 36 年営業部副部長・幹事・車両掛長兼務、38 年現
在日鉄営業部副部長・幹事。
44　杉浦宗三郎は明治 3年生、東京府出身、東京帝国大学工科大学（土木）卒，工学士、明治 27 年 7 月日
鉄入社、技師、32 年保線課長心得、保線課長、36 年幹事・営業部副部長、38 年現在日鉄営業部幹事・工
務掛長事務取扱兼臨時建築掛長事務取扱、国有化後は帝国鉄道庁技師、技監。
45　高橋虎太は東京府士族、東京専門学校専修学校卒、31 年 9 月日鉄入社、倉庫課主事、汽車課主事、運
輸課庶務掛長を経て 36 年 4 月現在営業部庶務掛長、38 年時点で営業部水戸事務所長、国有化後の明治 40
年帝国製氷設立、帝国冷蔵，東京絹毛紡織各社長，多摩鉄道，満蒙毛織各取締役，帝国火薬監査役。
46　三宅叔蔵は日鉄技師、汽車課運輸掛長兼上野機関事務所長を経て 36 年 4 月現在営業部運転掛長、明治
38 年現在運転掛長・技師、上野公園新阪下日鉄社宅に居住。
47　神戸挙一は 1862 年生、和仏法律学校卒、23 年若尾逸平の知遇を得て書生兼秘書役、25 年頃若尾が買占




庶務掛長、39 年国有化で日清生命監査役・取締役歴任，41 年代議士初当選，大正 2年成田鉄道取締役，
44 年北海道瓦斯専務，朝鮮鉄道常務、日本曹達初代社長等を兼ね，郷里の会津若松市長在任中昭和 16 年
9 月死亡した。
49　竹村欽次郎は文久 3年新庄町に生れ，一高を経て明治 21 年東京帝国大学法科大学卒，法学士、大蔵省




人びと、平成 10 年 5 月
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57　東京の松島観月会員 250 名は「仙台ホテル大泉本店及び支店奥田旅店等に分宿」（M36.10.6 河北⑤）、












61　日鉄では明治「33 年から 37 年までは混合列車から旅客・貨物列車に独立する傾向が明らかであったが、
38 年にはどの線区も混合列車に置き替えられ、戦争による輸送抑制のきびしさを物語っている」（国鉄，
p318）とされ、「終戦後の復員輸送を行なわねばならなかったため…約 5か月余ものちまで民間輸送は相
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当規制された」（国鉄，p321）という。
62　久米良作ら注の42～49参照。現場の谷崎美郷らの多くは帝国鉄道庁に移籍したものの、格下げ・閑職化
で実権を喪失した者もある。
